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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
 

ｏ
ｆ
 

ｍ
ｉ
ｒ
ａ
ｃ
ｌ
ｅ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
１
９
４
９
Ｈ

【
作
者
名
】

　
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
ミ
ン
ト

【
あ
ら
す
じ
】

　
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
に
デ
ビ
ュ
ー
１
年
目
に
し
て
市
内
最
強
に
な
っ
た
チ
ー
ム

の
翔
山
竜
蒔
の
ミ
ニ
バ
ス
か
ら
中
学
バ
ス
ケ
ま
で
の
話
の
第
１
作
で
す
。

ミ
ニ
バ
ス
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１
：
プ
ロ
ロ
ー
グ
（
前
書
き
）

こ
れ
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
を
少
し
だ
け
変
え
て
い
ま
す
が
．
人
物
名
や
団
体

名
・
地
名
な
ど
は
変
え
て
い
ま
す
．
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１
：
プ
ロ
ロ
ー
グ

こ
れ
は
主
人
公
の
「
翔
山
　
竜
蒔
」
の
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら
の
物
語
で
す
。

ひ
や
ま

り
ゅ
う
じ

［
登
場
人
物
紹
介
］

翔
山
　
竜
蒔
・
・
主
人
公
で
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
Ｆ
。
イ
ケ
メ
ン
で
ス
ポ
ー
ツ
万
能
。

南
坂
　
紀
明
・
・
翔
山
と
同
じ
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
Ｆ
。
翔
山
と
同
じ
く
身
体
能

力
が
高
い
。

坂
井
田
　
清
貴
・
・
翔
山
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
Ｓ
Ｇ
。
翔
山
と
同
じ
学
校
で
イ

ケ
メ
ン
。
翔
山
と
対
照
的
に
性
格
も
良
い
。

海
寺
　
勇
樹
・
・
翔
山
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
Ｐ
Ｇ
。
み
ん
な
か
ら
「
女
っ
垂
ら

し
」
と
非
難
さ
れ
て
い
る
。

淡
崎
　
憂
・
・
翔
山
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
Ｃ
。
身
長
が
高
く
１
０
分
の
１
の
確

率
で
ダ
ン
ク
が
で
き
る
。

黒
川
　
宏
季
・
・
翔
山
の
チ
ー
ム
メ
イ
ト
で
Ｇ
だ
が
シ
ッ
ク
ス
マ
ン
。

鶴
岡
　
裕
也
・
・
翔
山
の
ミ
ニ
バ
ス
の
ラ
イ
バ
ル
。

Ｂ
ｌ
ａ
ｃ
ｋ
 

ｓ
ｏ
ｌ
ｄ
ｉ
ｅ
ｒ
ｓ
《
ブ
ラ
ッ
ク
・
ソ
ル
ジ
ャ
一
ズ
》
・
・
翔

山
達
の
チ
ー
ム
。
翔
山
達
の
世
代
に
公
式
戦
に
出
始
め
て
．
い
き
な
り
県
３
位

に
な
っ
た
が
次
の
年
は
人
数
不
足
で
公
式
戦
に
出
れ
な
く
な
っ
た
と
い
う
幻
の

チ
ー
ム
。

ミ
ラ
ク
ル
の
世
代
・
・
翔
山
達
の
世
代
の
こ
と
。
特
に
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
６
人

の
こ
と
を
Ｋ
ｎ
ｉ
ｇ
ｈ
ｔ
ｓ
と
呼
ぶ
。

ナ
イ
ツ

杉
岡
　
雪
子
・
・
翔
山
と
海
寺
の
幼
馴
染
み
。
西
田
小
学
校
の
女
バ
ス
キ
ャ
プ

テ
ン
。
学
校
で
は
男
子
か
ら
人
気
。
Ｇ
．

佐
々
山
　
由
貴
・
・
西
田
小
の
女
バ
ス
工
一
ス
。
翔
山
と
同
じ
Ｆ
。
学
校
で
は

雪
子
と
共
に
モ
テ
モ
テ
．

岩
木
　
李
香
・
・
西
田
小
学
校
女
バ
ス
の
も
う
ー
人
の
工
一
ス
。
Ｓ
Ｇ
。
顔
は

か
わ
い
く
て
性
格
も
良
い
。

竹
本
　
逹
雄
・
・
託
田
山
小
学
校
キ
ャ
プ
テ
ン
の
市
内
Ｎ
Ｏ
．
１
Ｇ
と
呼
ば
れ

て
い
る
。
翔
山
と
は
試
合
会
場
で
友
達
に
な
り
ラ
イ
バ
ル
で
も
あ
る
．
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こ
れ
は
そ
ん
な
騎
士
の
話
で
あ
る
。
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２
：
夜
の
体
育
館

２
０
Ｘ
Ｘ
年

市
内
総
合
運
動
体
育
館

中
体
育
館
Ａ
コ
ー
ト

深
夜
０
時

「
ダ
ン
。
ダ
ン
。
キ
ュ
。
」

真
夜
中
の
体
育
館
に
バ
ス
ケ
を
す
る
音
が
響
き
渡
っ
て
い
る
。

「
ま
た
あ
い
つ
ら
か
。
」

見
回
り
の
お
じ
さ
ん
が
体
育
館
に
近
づ
い
て
く
る
。

ガ
チ
ャ
。

「
お
い
。
翔
山
。
」

お
じ
さ
ん
が
呼
ぶ
。

「
あ
っ
！
。
お
じ
さ
ん
。
今
日
も
来
て
く
れ
た
ん
だ
な
。
」

「
あ
あ
。
」

「
じ
ゃ
あ
、
い
つ
も
の
よ
う
に
１
ｏ
ｎ
１
を
や
ろ
う
よ
。
」

「
じ
ゃ
あ
ち
ょ
と
待
っ
て
お
け
。
着
替
え
て
く
る
か
ら
。
」

そ
い
う
と
お
じ
さ
ん
は
体
育
館
か
ら
出
て
行
っ
て
し
ま
っ
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
－
－
－
－
－

－
－
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－

「
よ
し
や
ろ
う
か
。
」

お
じ
さ
ん
が
も
ど
っ
て
来
た
。

「
じ
ゃ
あ
。
今
日
は
俺
ボ
ー
ル
か
ら
な
。
」

「
い
い
ぞ
。
」

そ
れ
か
ら
は
無
言
の
ま
ま
１
ｏ
ｎ
１
を
始
め
た
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
・
－
－
－
－
－
－
－
－
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－

「
お
前
う
ま
く
な
っ
た
な
。
翔
山
。
」

「
ま
あ
な
。
こ
の
前
負
け
た
と
き
の
反
省
を
素
直
に
し
て
相
当
練
習
し
た
か
ら

な
。
」

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
い
い
ぞ
こ
の
調
子
で
も
っ
と
う
ま
い
や
つ
よ
り
う
ま
く
な
れ

よ
。
」

「
お
う
！
」

「
じ
ゃ
あ
。
今
日
は
も
う
切
り
上
げ
ろ
。
も
う
２
時
半
だ
か
ら
な
。
も
う
そ
ろ

そ
ろ
帰
ら
な
い
と
親
に
ば
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

翔
山
は
時
計
に
目
を
や
る
。

「
あ
あ
！
や
べ
ー
。
も
う
帰
ら
な
い
と
！
」

「
じ
ゃ
あ
な
。
翔
山
。
」

「
あ
あ
。
じ
ゃ
あ
な
。
」
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３
：
集
結

翔
山
が
バ
ス
ケ
を
は
じ
め
た
の
は
小
学
３
年
生
の
と
き
か
ら
だ
。
（
も
と
も
と

器
械
体
操
を
し
て
い
た
の
で
運
動
神
経
は
良
か
っ
た
。
）
バ
ス
ケ
を
は
じ
め
た

き
っ
か
け
は
友
達
か
ら
さ
そ
わ
れ
て
遊
び
の
つ
も
り
で
や
り
は
じ
め
た
。

南
坂
は
小
学
１
年
生
か
ら
バ
ス
ケ
を
は
じ
め
て
い
た
。

坂
井
田
は
翔
山
と
同
じ
き
っ
か
け
で
バ
ス
ケ
を
は
じ
め
た
。

海
寺
は
バ
ス
ケ
は
女
に
も
て
る
ス
ポ
ー
ツ
と
き
き
バ
ス
ケ
を
４
年
か
ら
は
じ
め

た
。

淡
崎
は
６
年
か
ら
は
じ
め
て
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
ス
夕
メ
ン
に
の
ぼ
り
つ
め
た
天

才
と
い
わ
れ
て
い
た
。

黒
川
は
４
年
か
ら
は
じ
め
た
．

こ
の
天
才
の
６
人
が
集
ま
っ
た
最
強
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
最
初
の
試
合
は
岡
里
小

学
校
と
の
練
習
試
合
だ
っ
た
。

初
め
て
の
試
合
だ
と
い
う
の
に
緊
張
な
ど
全
く
な
く
１
１
４
Ｖ
Ｓ
２
１
と
圧
勝

し
た
の
で
あ
る
。
も
し
か
し
た
ら
こ
の
と
き
か
ら
奇
跡
の
神
は
ヒ
イ
キ
を
す
き

に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
奇
跡
の
神
は
そ
う
長
く
ヒ
イ
キ
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
奇
跡
の
神

が
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
を
見
捨
て
る
こ
と
に
な
る
。
だ
が
そ
れ
は
ま
だ
先
の
話
で
あ

る
。
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４
：
練
習
試
合

「
夏
期
大
会
の
最
初
の
相
手
は
泉
南
小
か
。
南
坂
。
」

「
あ
あ
そ
う
だ
な
。
で
も
．
ま
ず
は
今
日
の
練
習
試
合
の
桂
木
小
を
た
お
さ
な

い
と
な
。
」

「
う
ん
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

「
ピ
ー
ー
ー
ッ
。
今
か
ら
白
（
桂
木
小
）
と
青
の
試
合
を
は
じ
め
ま
す
。
ピ
ッ
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

「
お
願
い
し
ま
す
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
は
桂
木
小
と
は
張
り
合
う
と
思
っ
て
い
た
が
、
そ
う
は
い
か
な

か
っ
た
。

「
ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
。
南
坂
。
」

「
ナ
イ
ス
ア
シ
ス
ト
一
。
海
寺
。
」

「
ナ
イ
ス
タ
ッ
プ
。
淡
崎
」

「
ナ
イ
ス
力
ッ
ト
。
坂
井
田
」

「
ナ
イ
ス
シ
ュ
ー
ト
。
黒
川
」

翔
山
は
口
を
ず
っ
と
動
か
し
続
け
て
い
た
。
そ
し
て
．
３
Ｑ
終
了
間
際
に
み
ん

な
が
．

「
お
お
っ
。
ナ
イ
ス
。
翔
山
の
口
ン
グ
レ
イ
了
ッ
プ
。
」

※
ロ
ン
グ
レ
イ
ア
ッ
プ
と
は
３
Ｐ
ラ
イ
ン
か
ら
ふ
み
き
っ
て
．
レ
イ
ア
ッ
プ
を

す
る
と
い
う
．
翔
山
の
身
体
能
力
を
活
か
し
た
技
で
あ
る
。

「
９
６
Ｖ
Ｓ
１
１
。
か
。
楽
勝
だ
っ
た
な
。
淡
崎
。
」
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「
あ
あ
。
こ
の
調
子
で
夏
期
大
会
も
優
勝
で
き
た
ら
い
い
な
～
。
」

「
そ
ん
な
に
上
手
く
は
い
か
な
い
よ
。
」

そ
し
て
刻
一
刻
と
夏
期
大
会
が
近
づ
い
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
市

内
に
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
と
い
う
名
の
チ
ー
ム
が
噂
に
な
る
日
が
近
づ
い
て
き
て
い

る
の
で
あ
る
。
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５
：
夏
期
大
会

～
市
内
夏
期
大
会
１
回
戦
～

「
さ
あ
。
が
ん
ば
ろ
う
。
み
ん
な
。
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
監
督
山
田
コ
ー
チ
の
一
言
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー

ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー

「
ピ
ー
ッ
。
試
合
終
了
。
礼
。
」

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」

「
余
裕
だ
っ
た
な
。
南
坂
。
」

「
う
ん
。
だ
っ
て
、
９
６
Ｖ
Ｓ
２
２
だ
っ
た
も
ん
な
。
」

「
次
の
２
回
戦
は
ど
こ
と
だ
？
黒
川
。
」

「
え
～
っ
と
。
秋
山
。
秋
山
は
尾
上
に
６
２
点
差
つ
け
て
る
よ
。
」

「
な
に
～
。
強
よ
そ
う
じ
ゃ
ん
。
」

「
大
丈
夫
だ
よ
。
心
配
す
る
な
よ
翔
山
。
」

「
そ
う
か
～
。
」

そ
の
通
り
強
く
は
な
か
っ
た
。

「
次
も
圧
勝
か
。
８
１
Ｖ
Ｓ
Ｏ
２
だ
も
ん
な
。
」

ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
ー
ー

ー
ー
ー
ー
・
ー
ー
ー
ー
ー

こ
の
後
も
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
は
「
勝
ち
」
を
積
み
上
げ
て
次
の
試
合
は
来
週
の
決

勝
リ
ー
グ
と
な
っ
た
。

※
決
勝
リ
ー
グ
は
ス
ラ
○
ダ
ン
ク
と
は
違
っ
て
決
勝
リ
ー
グ
に
残
っ
た
４
チ
ー

ム
の
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
形
式
。
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「
お
～
い
。
ひ
や
ま
～
。
」

南
坂
が
呼
ん
で
い
た
。

「
な
ん
だ
よ
～
。
」

「
あ
っ
．
い
た
い
た
。
」

「
何
か
用
か
？
」

「
当
り
前
だ
よ
。
だ
か
ら
探
し
て
た
ん
じ
ゃ
ん
。
」

「
い
い
か
ら
用
っ
て
何
だ
よ
。
」

「
聞
い
て
お
ど
ろ
く
な
よ
。
な
ん
と
・
・
」

「
お
～
い
。
翔
山
く
～
ん
。
南
坂
く
～
ん
。
」

声
の
主
は
佐
々
岡
由
貴
だ
っ
た
。

「
翔
山
君
・
南
坂
君
．
決
勝
リ
ー
グ
進
出
お
め
で
と
う
。
私
達
も
女
子
の
部
・

決
勝
リ
ー
グ
行
け
る
か
ら
、
ま
た
会
場
で
会
お
う
ね
。
」

「
う
ん
。
じ
ゃ
ー
ね
一
」

「
チ
ッ
。
邪
魔
が
入
っ
た
な
。
南
坂
。
で
、
何
だ
よ
。
」

「
あ
あ
そ
う
い
え
ば
、
決
勝
リ
ー
グ
に
出
場
す
る
４
チ
ー
ム
が
ど
こ
か
わ
か
る

か
？
」

「
え
～
っ
と
。
俺
達
の
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
だ
ろ
、
鶴
岡
の
い
る
子
麻
台
だ
ろ
。
あ

と
は
竹
本
君
が
い
る
託
田
山
小
と
昨
年
の
市
内
王
者
の
龍
桜
川
西
小
じ
ゃ
な
い

の
か
な
」

「
と
、
俺
も
思
っ
て
い
た
ら
違
っ
た
ん
だ
よ
。
」

「
え
っ
！
？
」

「
そ
れ
が
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
と
子
麻
台
ま
で
は
あ
っ
て
い
た
ん
だ
よ
。
あ
と
は
、

今
年
か
ら
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
を
は
じ
め
た
山
幸
南
と
去
年
黒
人
選
手
が
運
良
く
転

校
し
て
き
た
金
田
小
の
４
つ
だ
っ
た
ん
だ
よ
。
」

「
マ
ジ
か
よ
。
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
も
黒
人
も
ど
っ
ち
も
強
そ
う
じ
ゃ
ん
。
」

「
そ
れ
よ
り
。
さ
っ
き
の
佐
々
山
ち
ゃ
ん
が
邪
魔
だ
っ
て
い
っ
た
の
は
許
さ
ん

！
！
」

「
何
で
だ
よ
。
邪
魔
だ
っ
た
か
ら
邪
魔
っ
て
い
っ
た
だ
け
だ
ろ
。
」

「
い
や
、
佐
々
山
ち
ゃ
ん
は
可
愛
い
い
か
ら
。
」

「
何
だ
よ
そ
れ
！
」
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６
：
決
勝
リ
ー
グ

市
内
夏
期
大
会
決
勝
リ
ー
グ
当
日

第
１
試
合
は
子
麻
台
Ｖ
Ｓ
金
田
だ
っ
た
。
子
麻
台
は
決
勝
リ
ー
グ
だ
と
い
う
の

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
金
田
を
６
１
Ｖ
Ｓ
２
４
と
あ
っ
さ
り
見
下
し
た
。

第
２
試
合
は
女
子
の
西
田
｛
翔
山
と
海
寺
・
坂
井
田
の
母
校
。
｝
Ｖ
Ｓ
峰
岡
だ

っ
た
。

「
が
ん
ば
れ
～
。
～
。
」

と
、
女
っ
垂
ら
し
の
海
寺
が
を
応
援
。

「
お
前
は
西
田
じ
ゃ
な
く
て
、
杉
岡
と
佐
々
山
の
応
援
だ
ろ
！
！
」

と
、
み
ん
な
か
ら
つ
っ
こ
ま
れ
る
。

「
ち
が
う
っ
て
～
。
」

「
お
前
、
前
か
ら
い
う
と
る
け
ど
女
の
こ
と
考
え
て
バ
ス
ケ
し
と
っ
た
ら
あ
か

ん
い
う
と
る
や
ろ
一
。
！
！
」

翔
山
の
激
し
い
ツ
ッ
コ
ミ
。

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

－
・
－
－
－
－
－
－
－
－
－
－

そ
し
て
、
第
２
試
合
も
お
わ
り
、
つ
ぎ
は
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
Ｖ
Ｓ
山
幸
南
の
第
３

試
合
と
な
っ
た
。

「
さ
あ
、
頑
張
ろ
う
。
こ
れ
に
勝
て
ば
決
勝
戦
だ
ぞ
。
し
っ
か
り
し
ろ
よ
。
」

翔
山
が
珍
し
く
試
合
前
に
み
ん
な
に
喝
を
入
れ
る
。

「
お
う
。
わ
か
っ
て
る
よ
。
」

元
気
よ
く
南
坂
が
返
す
。

「
わ
か
っ
て
い
て
当
た
り
前
だ
ろ
。
」

「
じ
ゃ
あ
な
ん
で
聞
い
た
ん
だ
よ
。
」

「
な
ん
と
な
く
・
・
。
」

「
お
ま
え
ら
、
い
い
か
ら
早
く
ア
ッ
プ
を
し
ろ
。
」
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喝
を
入
れ
た
は
ず
の
翔
山
が
逆
に
喝
を
入
れ
ら
れ
て
い
た
。

「
ハ
ハ
ハ
ハ
ハ
。
」

こ
の
光
景
に
は
チ
ー
ム
全
員
大
爆
笑
。

と
、
そ
の
と
き

「
ビ
一
ッ
。
１
分
前
で
す
！
。
」

「
集
合
。
」

「
集
合
。
」

両
チ
ー
ム
自
分
の
べ
ン
チ
に
戻
り
、
ス
タ
メ
ン
が
コ
ー
ト
に
出
て
く
る
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

６
：
松
田
（
５
年
）

７
：
坂
井
田

９
：
海
寺

１
０
：
黒
川

１
１
：
淡
崎

こ
れ
が
ス
タ
メ
ン
。

※
ミ
ニ
バ
ス
は
２
Ｑ
ま
で
に
１
０
人
出
さ
な
い
と
い
け
な
い
の
で
翔
山
・
南
坂

は
第
２
Ｑ
か
ら
で
る
。

い
よ
い
よ
テ
ィ
ッ
プ
オ
フ
！
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７
：
第
１
Ｑ

「
ピ
ー
。
そ
れ
で
は
今
か
ら
青
Ｖ
Ｓ
黄
《
山
幸
南
》
の
試
合
を
始
め
ま
す
。
礼

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

！
」

「
お
願
い
し
ま
す
！
」

両
チ
ー
ム
の
ス
タ
メ
ン
は
こ
う
だ
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

６
：
松
田

７
：
坂
井
田

９
：
海
寺

１
０
：
黒
川

１
１
：
淡
崎

山
幸
南

４
：
田
辺

７
：
山
岡

１
０
：
瀬
ノ
上

１
３
：
覇
玉

１
５
：
二
ノ
宮

こ
の
１
０
人
が
第
１
Ｑ
を
戦
う
の
だ
。

ジ
ャ
ン
プ
ボ
ー
ル
に
勝
っ
た
の
は
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
だ
っ
た
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
は
、
パ
ス
を
よ
く
回
し
て
、
山
幸
南
の
選
手
た
ち
を
か
き
乱
し

た
後
に
淡
崎
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。

そ
し
て
、
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
ボ
ッ
ク
ス
１
。
黒
川
が
４
番
に
つ
き
、
後
は

３
－
１
の
ゾ
ー
ン
で
あ
た
っ
て
き
た
。
こ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
は
成
功
し
、
ソ
ル

ジ
ャ
ー
ズ
ボ
ー
ル
に
な
っ
た
。
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「
シ
ュ
ッ
」

坂
井
田
が
３
Ｐ
ラ
イ
ン
の
後
方
か
ら
シ
ュ
ー
ト
。

「
ガ
ン
」

だ
が
、
惜
し
く
も
リ
ン
グ
に
は
じ
か
れ
る
。

「
バ
シ
ッ
！
」

リ
バ
ウ
ン
ド
を
と
っ
た
の
は
黒
川
だ
っ
た
。
黒
川
は
、
完
璧
な
、
ス
ク
リ
ー
ン

ア
ウ
ト
で
リ
バ
ウ
ン
ド
を
取
っ
た
の
だ
。

そ
し
て
シ
ュ
ー
ト
。

「
バ
シ
ッ
」

相
手
の
１
０
番
が
ブ
ロ
ッ
ク
を
し
た
。

「
く
っ
そ
ー
。
も
う
イ
ッ
チ
ョ
ー
。
」

黒
川
が
も
う
１
度
跳
ぶ
。

そ
れ
に
続
い
て
山
幸
南
の
１
０
番
も
跳
ぶ
。

そ
し
て
、
ブ
ロ
ッ
ク
が
出
来
そ
う
な
と
こ
ろ
で
、

「
か
か
っ
た
な
。
」

そ
う
い
う
と
黒
川
は
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
。

「
ス
パ
ッ
」

き
れ
い
な
音
を
た
て
シ
ュ
ー
ト
が
決
ま
る
。

そ
し
て
そ
の
後
も
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
が
押
す
試
合
展
開
に
な
っ
て
い
っ
た
。

残
り
時
間
が
０
：
１
２
秒
。

「
バ
シ
ッ
」

淡
崎
が
カ
ッ
ト
を
し
、
ワ
ン
マ
ン
速
攻
で
、

「
ど
き
ゃ
！
」

な
ん
と
ダ
ン
ク
。

観
客
は
み
ん
な
立
ち
上
が
り
大
歓
声
が
起
こ
る
。

そ
し
て
、
山
幸
南
の
４
番
が
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
と
こ
ろ
で
１
Ｑ
終
了
。

１
Ｑ
は
、

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
：
２
１

　
　
　
Ｖ
Ｓ

山
幸
南
：
９
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で
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
大
量
リ
ー
ド
で
終
わ
っ
た
。
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８
：
第
２
Ｑ
（
前
半
）

第
２
Ｑ
の
メ
ン
バ
ー
は
、

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

４
：
翔
山

５
：
南
坂

８
：
杉
岡
（
杉
岡
雪
子
の
弟
）

１
２
：
亀
波
津
（
双
子
の
弟
）

１
３
：
亀
波
津
（
双
子
の
兄
）

山
幸
南

５
：
湯
内

６
：
冨
茶
田

８
：
谷
田

９
：
藤

１
２
：
夷

「
出
た
な
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
や
ろ
う
が
。
」

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
名
の
通
り
か
な
り
で
か
か
っ
た
。
（
５
と
８
）

そ
し
て
、
第
２
Ｑ
開
始
。

山
幸
南
ボ
ー
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
６
番
が
ボ
ー
ル
を
運
ん
で
い
る
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
は
い
き
な
り
、
ロ
ー
ポ
ス
ト
に
陣
取
っ
た
。

「
う
っ
。
」

翔
山
は
声
を
上
げ
て
し
ま
う
ほ
ど
、
パ
ワ
ー
が
強
か
っ
た
。

「
バ
ス
ッ
」

簡
単
に
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。

「
杉
岡
。
ボ
ー
ル
！
。
」

こ
れ
が
悔
し
か
っ
た
の
か
翔
山
が
い
き
な
り
、
気
合
Ｍ
Ａ
Ｘ
に
。
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そ
し
て
、

「
ダ
ン
　
ダ
ン
ダ
ン
」

１
ド
リ
ブ
ル
で
山
幸
南
の
５
番
を
抜
き
、
ヘ
ル
プ
に
来
た
９
番
を
ク
ロ
ス
オ
ー

バ
ー
で
抜
く
。

こ
の
状
態
で
５
Ｖ
Ｓ
３
で
楽
々
に
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
れ
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず

翔
山
は
、
一
人
で
抜
く
。

「
キ
ュ
ッ
　
ダ
ン
」

次
は
、
６
番
を
１
フ
ェ
イ
ク
入
れ
て
抜
き
、
１
２
番
は
ス
ピ
ー
ド
で
抜
く
。

（
こ
ん
な
の
余
裕
だ
よ
。
）

翔
山
は
そ
う
思
い
つ
つ
８
番
の
い
る
ゴ
ー
ル
下
に
突
入
。

「
み
ん
な
は
抜
か
れ
て
も
俺
が
叩
き
オ
ト
ー
ス
！
」

８
番
が
挑
発
。
す
る
と
、

「
お
ま
え
が
、
俺
に
大
口
た
た
く
の
は
１
０
０
億
光
年
以
上
早
い
ん
だ
よ
！
」

そ
し
て
レ
イ
ア
ッ
プ
か
ら
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
。

「
ハ
ハ
ハ
ッ
。
読
め
て
ん
だ
よ
！
」

山
幸
南
の
８
番
は
読
ん
で
い
た
。
だ
が
、

「
バ
ー
カ
。
」

そ
う
い
う
と
、
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。

「
な
、
何
で
だ
よ
。
」

８
番
は
驚
き
を
隠
せ
な
か
っ
た
。

翔
山
は
、
ダ
ブ
ル
ク
ラ
ッ
チ
バ
ッ
ク
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
の
だ
。

翔
山
は
、
先
の
先
を
読
ん
で
い
た
の
だ
。

「
く
っ
。
ま
だ
ま
だ
ー
。
こ
れ
か
ら
だ
。
」

山
幸
南
の
Ｐ
Ｇ
の
冨
茶
田
が
言
う
。

山
幸
南
の
５
番
が
３
連
続
で
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
た
。

山
幸
南
は
第
２
Ｑ
で
１
２
点
差
あ
っ
た
も
の
を
７
点
差
に
縮
じ
め
て
い
た
。

「
や
ば
い
ぞ
！
」

思
わ
ず
、
ベ
ン
チ
か
ら
黒
川
が
叫
ぶ
。

「
分
か
っ
て
い
る
よ
。
こ
れ
か
ら
だ
。
」

「
ビ
ー
。
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。
青
。
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
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た
ま
ら
ず
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
。

残
り
時
間
は
２
分
２
８
秒
。
試
合
の
半
分
が
終
わ
っ
た
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
：
２
９

　
　
　
　
Ｖ
Ｓ

山
幸
南
：
２
２
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９
：
第
２
Ｑ
（
後
半
）

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
中
ベ
ン
チ
は
、
さ
わ
が
し
か
っ
た
。
だ
が
、
翔
山
は
聞
い
て
お

ら
ず
、
南
坂
を
に
ら
ん
で
い
た
。
そ
れ
に
南
坂
が
き
ず
き
目
を
そ
ら
す
。

「
ビ
ー
ッ
」

タ
イ
ム
ア
ウ
ト
が
終
わ
っ
た
。

「
お
い
。
翔
山
、
さ
っ
き
は
何
だ
よ
。
」

「
お
前
が
ふ
ざ
け
て
る
か
ら
だ
よ
。
」

「
何
？
俺
が
ふ
ざ
け
て
る
だ
と
？
」

「
あ
あ
。
も
う
少
し
ま
じ
め
に
や
れ
。
」

「
は
い
は
い
。
」

「
チ
ェ
ッ
」

「
舌
打
ち
す
る
な
！
」

「
や
め
ろ
二
人
と
も
。
喧
嘩
は
す
る
な
！
翔
山
、
南
坂
の
や
る
気
を
出
そ
う
と

し
て
る
の
は
分
か
る
け
ど
や
り
方
が
あ
る
だ
ろ
！
南
坂
も
も
う
少
し
頑
張
れ
よ
。

」亀
波
津
兄
弟
が
見
事
に
は
も
り
注
意
を
す
る
。

「
分
か
っ
た
よ
。
」

「
分
か
っ
た
な
ら
よ
ろ
し
い
。
」

亀
波
津
兄
が
大
き
な
態
度
を
す
る
。

「
よ
し
。
行
く
ぞ
。
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
ボ
ー
ル
か
ら
ス
タ
ー
ト
。

「
は
い
。
」

南
坂
が
ボ
ー
ル
を
要
求
。

そ
し
て
、
Ｍ
Ａ
Ｘ
ス
ピ
ー
ド
か
ら
バ
ッ
ク
ス
テ
ッ
プ
を
し
、
ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト

を
決
め
る
。

山
幸
南
は
８
番
が
翔
山
に
決
め
ら
れ
た
事
を
ま
だ
引
き
ず
っ
て
い
て
使
い
物
に

な
ら
な
く
な
っ
て
き
た
。

「
ガ
ス
ッ
」
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８
番
が
ミ
ド
ル
を
打
つ
が
入
ら
な
い
。

「
く
そ
っ
。
」

「
ガ
ン
ッ
」

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
も
杉
岡
が
ミ
ド
ル
を
打
つ
が
、
入
ら
な
い
。

山
幸
南
は
、
ミ
ド
ル
を
打
た
ず
、
中
で
勝
負
を
し
て
き
た
。

５
番
が
ハ
イ
ポ
ス
ト
に
あ
が
り
、
シ
ュ
ー
ト
体
制
に
入
る
。

が
、
そ
れ
は
フ
ェ
イ
ク
。

翔
山
は
フ
ェ
イ
ク
に
掛
か
り
ぬ
か
れ
る
。

そ
し
て
シ
ュ
ー
ト
。

「
ふ
ざ
け
て
ん
じ
ゃ
ね
ー
よ
。
馬
鹿
翔
山
が
！
」

そ
う
い
い
、
も
の
凄
い
ジ
ャ
ン
プ
で
ブ
ロ
ッ
ク
を
す
る
。

「
よ
し
。
走
れ
馬
鹿
ど
も
！
」

南
坂
が
大
き
い
態
度
で
指
図
す
る
。

も
う
翔
山
が
走
っ
て
い
る
。
南
坂
は
パ
ス
を
す
る
と
全
速
力
で
走
り
出
す
。

５
番
が
戻
っ
て
い
る
。

翔
山
と
南
坂
が
い
る
。

２
Ｖ
Ｓ
１
だ
。

翔
山
が
レ
イ
ア
ッ
プ
か
ら
の
ビ
ハ
イ
ン
ド
バ
ッ
ク
パ
ス
。

「
ば
す
。
」

南
坂
が
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
の
ペ
ー
ス
に
な
っ
て
き
た
。

そ
れ
か
ら
、
ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
は
点
差
を
離
し
て
い
っ
た
。

「
ピ
ー
ッ
。
」

第
２
Ｑ
終
了
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
：
３
６

　
　
　
　
Ｖ
Ｓ

山
幸
南
：
２
４
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１
０
：
第
３
Ｑ

い
よ
い
よ
第
３
Ｑ
に
は
い
る
。

第
３
Ｑ
の
メ
ン
バ
ー
が
コ
ー
ト
に
出
て
く
る
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ

４
：
翔
山

５
：
南
坂

７
：
坂
井
田

９
：
海
寺

１
１
：
淡
崎

山
幸
南

４
：
田
辺

５
：
湯
内

７
：
山
岡

８
：
谷
田

９
：
藤

両
チ
ー
ム
と
も
ベ
ス
ト
メ
ン
バ
ー
で
あ
た
っ
て
き
た
。

第
３
Ｑ
は
、
山
幸
南
ボ
ー
ル
か
ら
だ
っ
た
。

第
３
Ｑ
は
、
ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
立
て
直
し
て
き
た
。

ツ
イ
ン
タ
ワ
ー
が
ス
ク
リ
ー
ン
プ
レ
イ
を
使
い
シ
ュ
ー
ト
を
決
め
る
。

負
け
じ
と
淡
崎
は
ポ
ス
ト
プ
レ
イ
を
す
る
。

「
ダ
・
ン
・
ク
・
ダ
・
ン
・
ク
」

観
客
は
ダ
ン
ク
コ
ー
ル
を
始
め
る
。

だ
が
、
淡
崎
は
落
ち
着
い
て
レ
イ
ア
ッ
プ
。

バ
シ
ッ

山
幸
南
の
ボ
ー
ル
を
ス
テ
ィ
ー
ル
。
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坂
井
田
が
左
４
５
°
か
ら
ミ
ド
ル
を
決
め
る
。

バ
シ
ッ

ま
た
ス
テ
ィ
ー
ル
。

次
は
海
寺
が
ゴ
ー
ル
し
た
。

「
な
、
何
で
だ
～
？
」

思
わ
ず
山
幸
南
の
４
番
が
言
う
。

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
は
ゾ
ー
ン
プ
レ
ス
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
仕
掛
け
て
い
た
。

山
幸
南
は
こ
の
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
の
対
処
法
を
練
習
し
て
お
ら
ず
、
差
が
離
れ
だ

す
。

ゾ
ー
ン
プ
レ
ス
を
始
め
て
か
ら
４
分
間
翔
山
と
淡
崎
は
デ
ィ
フ
ェ
ン
ス
を
し
な

く
て
も
良
い
様
な
状
態
に
な
っ
て
い
た
。

そ
の
時

ダ
ン
ダ
ン

４
番
が
頑
張
っ
て
一
人
で
プ
レ
ス
を
破
っ
て
き
た
の
だ
。

シ
ュ
ッ

ミ
ド
ル
シ
ュ
ー
ト
を
打
た
れ
る
。

ガ
ン
！

残
念
な
こ
と
に
リ
ン
グ
に
は
じ
か
れ
る
。

そ
の
後
は
さ
ら
に
ゾ
ー
ン
プ
レ
ス
を
強
化
し
た
。

「
ビ
ー
ッ
、
３
Ｑ
終
了
。
」

あ
っ
さ
り
と
第
３
Ｑ
は
終
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

点
数
は
、

ソ
ル
ジ
ャ
ー
ズ
：
５
０

　
　
　
Ｖ
Ｓ

山
幸
南
：
２
８

か
な
り
の
差
が
開
い
て
し
ま
っ
た
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

Knights of miracle
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